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1  は  し め  に

青森県におけるグラジオラスの切花栽培は 7月 下旬から

8月 中旬出荷の露地栽培が主体で,一部パイプハウス利用

による 7月 出荷 ,あ るいは露地での抑制栽培による9月 出

荷が行われている。

寒冷地でのグラジオラスの作型については,小野等
21は

標高差を利用して植付時期を変えて出荷期間を 8月 中旬か

ら10月 中旬まで長くする栽培法を明らかにし,ま た長根 。

は露地での抑命1作型で「 トラベラJを供試して ,月 中旬か

ら10月 下旬採花の定植時期を明らかにしている。しかし,

寒冷地における11月 以降の作型についての報告は少ない。

グラジオラスは周年供給の必要な切花であり,本県にお

いても作期の拡大が期待される。このことから無加温ハウ

スを利用したグラジオラスの抑常1作型について,昭和57年

から2か年にわたって試験を実施 したので,その結果につ

いて報告する。

2試 験 方 法

(1)植付け期

57年 :7月 2'日 ,8月 7日 ,8月 17日

58年 :7月 26日 ,8月 5日 ,8月 15日

球根は 4月 中旬から植付け期まで 3～ 5℃ の冷蔵庫に

貯蔵 した。

② 供試品種と球根の大きさ

57年 :コ ーデュラ(特等級),フ ァイヤーブランド

表 1 植付け期と採花期及び切花品質 (昭 57)

(特 等級・ 1等級 )

58年 :コ ーデュラ(1等級 3等級 ), トラベラ(2

等級)

特等級は球周14昴以上, 1等級は球周12～ 14", 2等

級は球周10～ 12昴 , 3等球は球周 8～ 10"である。

“

)試験はガラスハウスで行い,12月 中旬以降は 5℃ に

セットして加温した。

に, 栽植様式 :う ね幅120昴 ,株間15～ 20昴 ,条間15～

20",3条植え, 1～ 2本仕立て(主芽と生育の旺盛な側

芽を一つ残 して他の側芽は間引いた。)

0)施肥量 (″ /α )

基肥 :堆肥200,苦土重焼りん12,苦土石灰20,Nl,

P2051,K201o

“

)区制 1区制 57年 :1区 45球 ,58年 :1区 60球

3 結果及び考察

植付け期と採花期の関係は,植付け期が遅れるに従い採

花期も遅れた。

57年度の結果では,採花最盛期(切花数の50%以上が採

花された日)は「コーデュラJの 7月 29日 植付けで10月 14

日,8月 7日 植付けで10月 27日 ,8月 17日 植付けで11月 13

日であった。一方「 ファイヤープランドJは各植付け期と

も「コーデュラ」より約 1か月以上遅れた。

到花日数は植付け期が早いほど短い傾向であった。植付

け期から採花量盛期までの到花日数は「 ]― デュラJの 7

月29日植付けで77日 ,8月 7日植付けで31日 ,8月 17日 植付
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けで88日で ,「 ファイヤープランドJは各植付け期でそれ

ぞれ108日 ,117日 ,162日 であった。

H月 までの採花率は植付け期が早いほど高い傾向であっ

た。「コーデュラ」の 7月 2,日 ～ 8月 7日 植付けで採花率

は
'4～

100%,8月 17日 植付けでも78%と 良好であった。

「ファイヤープランドJは 7月 29日 植付けで100%と 良好

であったが,8月 7日～17日植付けで 0～38%と 低下した。

切花品質は「コーデュラ」では各植付け期とも良好であっ

た。「ファイヤーブラン ドJは 小花数が76～ 81個 と少

ないが ,切花重が137～ 150夕 とポリュームがあり良好で

切花 エ

(夕 )

コーデュラ

101 9

'4 61013

'2'854

13,

′
' 

① 小

'と

が 2～ 3輪者色したころ採花

0 採花●盛期は 6。κ以上採花した日

OH月 までの瘤と率はJ塑二窒型壁
新

あった。

58年度の結果では,採花最盛期は「コーデュラJの 1等

級の 7月 26日 植付けで10月 17日 ,8月 5日 植付けで11月 8

日,8月 15日 植付けで12月 9日 であった。「コーデュラ」

の 3等級は, 1等級に比べて各植付け期とも5～ 10日遅れ

「トラベラ」は7月 26日 ～ 8月 5日植付けで10～ 16日遅れた。

植付け期から採花最盛期までの到花日数は「 ]―デュラ」

の 1等級の7月 26日植付けで83日 ,8月 5日植付けで
'5日

,

8月 15日 植付けで116日 で,3等級は各植付け期で90日 ,

100日 ,126日 ,「 トラベラJは ,3日 ,111日 ,101日 であっ

た。

11月 までの採花率は ,「
コーデュラJでは 1等級  3等級

ともに 7月 26日 ～ 8月 5日植付けでは75～86%と 高かった

が,8月 15日 植付けでは 0～ 4%と低かった。「 トラベラ」

は 7月 26日植付けでは採花率が102%で あったが , 8月 5

日植付けでは25%,8月 15日 植付けでは8%と低下した。

切花品質は「コーデュラJの 1等級では切花重が95～ 10

2夕 ,3等級では85～96夕 となり,幾分ボ リュームがない

が,小花数が111～ 130個 と多いので十分な切花品質と考

えられる。「 トラベラ」は各植付け期とも切花品質は良好

であった。

57年度は比較的秋が暖かく,ま た12月 中旬以降 5℃ にセッ

トして加温したため翌年の 1月 26日 まで採花できた。

58年度は無加温で12月 中旬まで試験したが,12月 に開花

がずれ込んだ株には小花に低温障害があらわれた。このこ

とから,無加温栽培では11月 採花が限界と考えられた。

4 ま  と  め

無加温ハウス利用によるグラジオラスの抑制栽培に適応

する主要 3品種を供試し,植付け期のちがいによる採花期

及び切花品質を検討した。その結果 ,「
コーデュラJιま7月

下旬植付けで10月 中～下旬採花,8月 上旬植付けで10月 下

旬から11月 上旬採花 ,「 トラベラ」は 7月 下旬植付けで 10月

中～下旬採花 ,「 ファイヤープランド」は 7月 下旬植付けで

10月 下旬～11月 中旬採花となり,いずれも切花品質は良好

であった。無加温栽培では11月 までの採花が限界と考えら

れるので,11月 までの採花率から,こ の作型の植付け適期

は ,「
コーデュラ」では 7月 下旬～ 8月 上旬 ,「 トラベラ」,

「ファイヤープランドJでは 7月 下旬と考えられる。
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表 2 植付け期と採7ι期及び切花品質 (昭 58)
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